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２　学力・学習状況における現状分析，目標等

　【３つの視点】

　（１）基礎的・基本的な知識・技能の習得

　（２）知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等の育成

　（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

（　中　学　部　）　幼 児 児 童 生 徒 の 状 況

生徒の実態に応じた役割での販売体験や地域
へのポスター掲示を通し，他者のために役に立
つ体験ができ，働く楽しさを知ることができた。ま
た，職場見学や施設見学等を通して，働くことに
対する意識の向上を図ることができた。

将来の生き方・働き方について，主体的に考える
ことができるよう，体験的な学習を通して現実の社
会を学ぶ機会を増やす必要がある。

具体的目標（目指す子どもの姿） 成果指標 達成状況

①自分の役割を理解し，学校や地域の中で他者
のために役立とうとする。

②いろいろな進路があることを知り，働くために
必要な意欲と態度を身に付ける。

①個々の実態に応じて，校
内外での販売体験を年２回，
近隣の施設訪問にて学習成
果披露を年１回実施する。
②職場見学や施設見学を年
１回，高等部就業体験期間
中に見学及び体験学習を年
１回以上実施する。

評価

具体的方策（教員の取組） 取組指標 取組状況
①校内外での販売体験活動や施設訪問の機会を設
定し，意識と学習意欲の向上を図る。

②高等部や施設と連携し，就業体験期間中の見学及
び体験の機会を設ける。

①販売体験や施設訪問等の学
習を通して，地域の人と積極的
にふれあおうとするよう意識の
変容を目指す。
②身近な先輩や卒業生の働く様
子を見学したり，共に働いたりす
ることで，体験的に働くための意
欲や態度の向上を図る。＊中間期の見直し

達成状況を踏まえた改善事項


